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高知県と鹿児島県本土初記録のヨウジウオ科ヒナヨウジ

幸大二郎 1・遠藤広光 2・本村浩之 3

Three specimens [27.8–46.9 mm standard length (SL)] of 
Cosmocampus banneri (Herald and Randall, 1972) were col-
lected from Kashiwa-jima and Okino-shima islands, Kochi Pre-
fecture, Japan, representing the first records of the species from 
Kochi Prefecture. Additionally, one specimen (23.7 mm SL) of C. 
banneri was collected from Kanno-shima island, Satsuma Penin-
sula, Kagoshima Prefecture, Japan. Although a single specimen 
(KAUM–I. 124516, 33.4 mm SL) was previously recorded from 
Kagoshima mainland, it was re-identified here as Phoxocampus 
diacanthus (Schultz, 1943). Thus, the Kanno-shima island spec-
imen represents the first record of C. banneri from Kagoshima 
mainland.
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 Abstract

ヨウジウオ科 Syngnathidaeのヒナヨウジ属 Cosmocampus 

Dawson, 1979は，躯幹部上隆起線と尾部上隆起線が連続しな

い，躯幹部中央隆起線が直線状で肛門輪付近に達する，躯幹

部下隆起線と尾部下隆起線が連続する，頭部に皮弁をもつ，

鰓膜に小骨板を欠く，主鰓蓋骨に隆起線をもつ，雄は尾部に

育児嚢をもつ，臀鰭がある，および尾鰭が 10軟条などの特

徴をもつ（Dawson, 1985）．本属は三大洋に 16有効種が知ら

れ，そのうち日本には石垣島をタイプ産地とするヒナヨウジ

Cosmocampus banneri (Herald and Randall, 1972)のみが知られ

る（Dawson, 1985; Kuiter, 2009；瀬能，2013；本村，2023）．

本種は水深 30 m以浅のサンゴ礁や岩礁域に生息し，日本

では伊豆諸島，小笠原諸島，奄美大島，沖永良部島，与論

島，および沖縄諸島以南の琉球列島に分布する（Herald and 

Randall, 1972；瀬能，2013；松沼，2019; Motomura and Uehara, 

2020）．

2009年から 2012年にかけて高知県の沖の島と柏島から

3個体のヒナヨウジが採集された．本種の既知の分布記録か

ら，これらの標本は本種の高知県からの初記録となる．また，

2022年 9月に鹿児島県南さつま市笠沙町神ノ島から 1個体の

ヒナヨウジが採集された．田代・山田（2022）は 1標本に基

づきヒナヨウジを鹿児島県本土から初めて記録したが，この

標本を再調査したところ，ハチジョウボウヨウジと同定され

た．したがって，笠沙町産の 1標本は鹿児島県本土における

ヒナヨウジの初記録となるため報告する．

材料と方法
標本の計数・計測は概ね Dawson (1985)にしたがった．

標準体長，頭長，および吻長は上顎の前端から計測した．

標準体長は体長または SLと表記した．計測はデジタルノ

ギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，計測値は体長に対す

る百分率で示した．標本の作成，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本はビ

ショップ博物館（BPBM），高知大学理工学部海洋生物学

研究室（BSKU），鹿児島大学総合研究博物館（KAUM），

および国立科学博物館（NSMT）に保管されており，上記

の生鮮時の写真は各機関の画像データベースに登録されて

いる．

Cosmocampus banneri (Herald and Randall, 1972)

ヒナヨウジ
（Fig. 1; Table 1）

標本　4個体（体長 23.7–46.9 mm）：BSKU 103764，体

長 43.8+ mm，高知県幡多郡大月町柏島，水深 8 m，2010

年 7月 9日，手網，松野靖子；BSKU 108163，体長 27.8 

mm，高知県宿毛市沖の島久保浦，水深 15 m，2012年 7月

24日，手網，松野靖子；KAUM–I. 174089，体長 23.7 mm，

鹿児島県南さつま市笠沙町片浦神ノ島北川（31°26′03″N, 
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130°11′06″E），水深 5–20 m，2022年 9月 26日手網，松岡　

翠・ジョン　ビョル・望月健太郎・山田守彦・上野大輔；

NSMT-P 96383，体長 46.9 mm，高知県宿毛市沖の島母島

港北，水深 13 m，2009年 9月 23日，手網，髙田陽子．

記載　体は細長く，体輪（連続した環状甲板）に覆わ
れる．躯幹部と尾部の上隆起線は不連続．躯幹部の中央隆

起線は直線状で，通常肛門輪で終わる（KAUM–I. 174089

のみ第 1尾輪）．躯幹部と尾部の下隆起線は連続．各隆起

線は僅かに張り出し，その縁は円滑．各尾輪の上隆起線は

後方に向かうにつれ後端が張り出す．躯幹部腹面の中央隆

起線は明瞭で低い．口は小さく，歯がない．吻は管状で，

背面の中央隆起線は低く，吻中央付近と鼻孔上方の 2ヶ所

でわずかに高くなる．吻側面の隆起線は不明瞭．口角後方

の吻側面中央部に 1個の鈍い突起がある．主鰓蓋骨に上後

方へ向かう 1本の隆起線があり，その後端から細く不明瞭

な隆起線が多数分岐する．中間板に隆起線を欠く．胸鰭基

底前部に 2本の隆起線があり，下方の隆起線は上方よりや

や長い．頭部に少数の皮弁状突起がある．虹彩の周辺に微

小な皮質突起が環状に並ぶ．尾部は躯幹部より長い．すべ

ての鰭は棘をもたず，軟条と鰭膜からなる．背鰭は最後の

Fig. 1. Fresh specimens of Cosmocampus banneri (A: BSKU 108163, 27.8 mm SL, Okino-shima island, Kochi Prefecture, Japan; B–C: 
KAUM–I. 174089, 23.7 mm SL, Kanno-shima island, Kagoshima Prefecture, Japan).

Kashiwa-jima I., 
Kochi Pref.

Okino-shima I., 
Kochi Pref.

Okino-shima I., 
Kochi Pref.

Kagoshima mainland, 
Kagoshima Pref.

Ishigaki-jima I., 
Okinawa Pref.

BSKU 103764 BSKU 108163 NSMT-P 96383 KAUM–I. 174089 Holotype BPBM 8695
Standard length (SL; mm) 43.8+ 27.8 46.9 23.7 37.8
Counts
Dorsal-fin rays 18 20 19 — —
Pectoral-fin rays 12–13 13 12 — —
Caudal-fin rays — 10 10 — —
Subdorsal rings 4.75 4.75 4.5 — —
Trunk rings 15 15 15 16 15
Tail rings 26+ 29 27 29 27
Measurements (% of SL)
Head length (HL) — 14.1 12.2 13.2 13.2
Snout length (SNL) — 5.3 4.9 4.3 5.3
Snout depth — 2.3 2 1.8 1.6
Dorsal-fin base length — 9 8.6 — —
Pectoral-fin base length — 2.2 1.7 — —
Body depth — 4.7 4.7 4.2 —
Measurements (% of HL)
Dorsal-fin base length 83.6 63.4 69.9 — —
Pectoral-fin base length 13.8 15.3 14.3 — —
Snout length 39.7 37.7 40.2 33 40
Measurements (% of SNL)
Snout depth 36.2 43.2 40.7 41.7 30

Table 1. Counts and measurements of Cosmocampus banneri from Japan.
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躯幹輪から始まり，基底部が顕著に隆起しない．胸鰭後縁

は丸い．臀鰭はきわめて小さい．腹鰭を欠く．尾鰭は円形

で各軟条間の鰭膜の縁辺はゆるやかに切れ込む．

色彩　体の地色は薄い黄色．吻部は朱色．眼から前下
方と後方へ向かう不明瞭な濃褐色の帯がある．胸部に不規

則な形の褐色斑がある．下隆起線に沿って 1列の淡褐色斑

がある．第 1躯幹輪側面上部に眼径ほどの大きさの褐色斑

がある．各鰭は透明．背鰭縁辺に赤色斑がある．尾鰭に白

色斑が散在する．

分布　本種は紅海を含むインド・西太平洋に分布する．
日本国内では，伊豆諸島，小笠原諸島，奄美大島，沖永良

部島，与論島，および沖縄諸島以南の琉球列島から記録

されていた（Herald and Randall, 1972；瀬能，2013；松沼，

2019; Motomura and Uehara, 2020；本村，2023）．本研究によっ

て高知県の沖の島と柏島，および鹿児島県本土における分

布も確認された．

備考　高知県産と鹿児島県本土産の 4標本は，躯幹部

と尾部の上隆起線が不連続，躯幹部中央隆起線が直線状で

肛門輪付近に達する，躯幹部と尾部の下隆起線が連続す

る，吻背面の中央隆起線が低い，主鰓蓋骨に隆起線をもつ，

臀鰭がある，および尾鰭軟条数が 10などの特徴からヒナ

ヨウジ属に属し，躯幹輪数が 15（KAUM–I. 174089のみ

16），背鰭軟条数が 18–20，頭長が体長の 12.3–14.1%，吻

背面の中央隆起線が 2ヶ所でやや高いことから，Dawson 

(1985)と瀬能（2013）のヒナヨウジ Cosmocampus banneri

の特徴に一致したため，本種と同定された．

本研究で記載した標本は吻高が吻長の 36.2–43.2%であ

り，C. banneriのホロタイプの計測値（30.0%）と Dawson 

(1985)が示した C. banneriの変異幅（27.8–35.7%）とは異

なる．また，瀬能・小野（1997）は慶良間諸島産と宮古

諸島産の 2個体に基づき，この形質に関して同様の相違

（40.0–42.9%）を報告した．本研究ではこの差異を本種の

種内変異と判断したが，Dawson (1985)が図示した西オー

ストラリアのローリーショールズで採集された C. banneri

の個体は，測定値の誤差を考慮しても日本産標本より吻が

細長く，日本産と西オーストラリア産は異なる種である可

能性もある．

本研究では田代・山田（2022）が鹿児島県南さつま市

坊津町から報告したヒナヨウジ（KAUM–I 124516，体長

33.4 mm，鹿児島県南さつま市坊津町塩ヶ浦沖）を再同定

した結果，躯幹部上隆起線と尾部上隆起線が連続する，躯

幹部中央隆起線が直線状で肛門輪末端に達する，躯幹部下

隆起線と尾部下隆起線が連続する，尾輪隆起線が鋸歯状，

背鰭起部が躯幹部にある，尾鰭がある，および総体輪数が

41などの特徴から，ハチジョウボウヨウジ Phoxocampus 

diacanthus (Schultz, 1943)に再同定された．田代・山田（2022）

は鹿児島県本土におけるヒナヨウジの唯一の記録であった

ため，本研究で記載した神ノ島産の標本が薩摩半島沿岸か

つ鹿児島県本土からの初記録となる．

比較標本　ヒナヨウジ：BPBM 8695，ホロタイプ，体

長 37.8 mm，沖縄県石垣市の港から約 0.8 km離れた岩礁，

水深 6.1–10.7 m，1968年 5月 22日．ハチジョウボウヨウ

ジ：KAUM–I 124516，体長 33.4 mm，鹿児島県南さつま市

坊津町塩ヶ浦沖（31°15′20″N, 130°13′59″E），水深 10–13 m，

2018年 12月 17日手網，荒木萌里．
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